
 
      地図作りの“技術と情熱”に触れる企画展 

江戸時代の地図づくり 集めた赤水・歩いた伊能 

会期：2024年1月13日（土）～2024年5月12日（日） 
 

ゼンリンミュージアム（福岡県北九州市、館長：佐藤渉）は、2024年1月13日（土）～5月12日（日）まで、江戸時代を代表す

る地図製作者として日本の地図作りに技術と情熱を注いだ、長久保赤水（ながくぼ せきすい）と伊能忠敬（いのう ただた

か）の2人の功績にフォーカスした「江戸時代の地図づくり 集めた赤水・歩いた伊能」を開催します。同時代に描かれた2

人の地図を展示するゼンリンミュージアムの常設展を、新たな視点でより深く楽しんでいただくための企画展です。 
 
■展示概要 

江戸時代、全国を歩いて測量し正確無比な日本地

図を作ったことで知られる「伊能忠敬」。対して、「長久

保赤水」はあらゆる手段を講じ、資料や情報を集め、

伊能忠敬よりも半世紀早く精巧な日本地図を完成さ

せています。 

二人の地図製作者の対照的な製作工程を比較す

ることで、地図の目的や用途の違い、立場の違い、そ

れぞれの地図製作に対する思いを、本企画展を通じ

てご紹介します。 

 

■本企画展の見どころ 

地図の製作工程に着目し、長久保赤水が地図作りの際に集めた資料や、伊能忠敬らが使った測量器具・製図道具、そ

れらをもとに完成した「赤水図」と「伊能図」の比較などを、約30点の地図や資料で紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「ゼンリンミュージアム」について （https://www.zenrin.co.jp/museum/） 

 

北九州市に本社を置く地図会社のゼンリンが手がける展示施設で、2020年6月に「地図文化の継承と振興」を目的

に開館しました。常設展では、「歴史を映し出す地図の紹介」をコンセプトに、西洋製・日本製の日本地図を中心と

した約120点の地図や資料を展示。それぞれの地図が作られた時代背景や作り手の思いとともに、地図の新たな魅力

を発信しています。 

 

▲「改製日本分里図(輿地路程図草稿)」 

長久保赤水 明和5年(1768年) 

高萩市歴史民俗資料館 所蔵 

▲「集めた赤水」の章 (全体) 

赤水が約17年の歳月をかけて製作した図。地形や地名の修

正跡が残され、考証を繰り返した赤水の苦悩が見て取れる。 
「赤水図」の作り方のパネルや、長久保赤水が集めた資料などが 

14点紹介されている。「大日本彊域図」といった、赤水自筆の資料も 

展示している。 

▲「集めた赤水」の章 (部分) 

◀ ゼンリンミュージアム 

公式webサイト 



 

企画展の会期中は、ゼンリンミュージアムが所蔵する「實測輿地圖（じっそくよちず）」（伊能小図）のレプリカを常設展示

の第2章に展示します。本図は、伊能忠敬が製作した「大日本沿海輿地全図（だいにほんえんかいよちぜんず）」（伊能小

図）の副本とみられ、地図の製作工程でできた「針穴」や地図に押捺された「地図合印」を間近で見ることができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■企画展開催概要  ■学芸員による企画展ガイドツアー（※） 

会期 2024年1月13日(土) ～ 5月12日(日)  日時 会期中の平日（休館日を除く）14:00～14:30 

場所 ゼンリンミュージアム 多目的展示室  参加費 無料 
 
※…ガイドツアーの事前予約は不要です。参加人数により、少人数のグループに分けて複数回実施します。 
 

 

■期間限定デザインのチケットホルダー 

企画展の開催期間中、有料入館者全員に期間限定デザインのチケットホルダーを配布します。展示の見どころである、

長久保赤水と伊能忠敬の地図製作工程の違いや目的の対比を表現して、2枚の地図を並べたデザインとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館時間 10：00～17：00（最終入館16：30） 

休館日 月曜日（ただし祝日の場合は翌平日） 

※この他、年末年始等、臨時に休館することがございます。 

入館料 一般1,000円（800円）  

※通常の入館料で企画展もご覧いただけます。 ※保護者同伴の小学生以下は無料です。 

※かっこ内は8名以上の団体および障がい者とその同伴の方1名の料金です。 

団体料金は前日までに予約いただいた場合にのみ適用します。 

※入館料には、パンフレットおよびチケットホルダーの代金を含みます。 

 

▲「實測輿地圖」ゼンリンミュージアム所蔵 （レプリカ展示） ▲「實測輿地圖」小倉付近の拡大 


